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ローマ：一日にして成らず

郷に入っては郷に従う

　2017年9月、eCAADe2017国際会議

出席のためローマへ。台風18号の影響

が心配されたが何とか飛び立ち、アム

ステルダム経由でローマ・フィウミチー

ノ空港に到着。夕陽を眺めながら電車

に乗り、スーツケースを転がしながら、

予約したゲストハウスへ。しかし、ビル

の入り口がロックされており、中に入る

ことができない。別の入り口を探してみ

たが見当たらず、しばらく佇んでいると

中から人が出てきたので、ビルに入るこ

とはできたが、今度はゲストハウスの

受付ドアが閉まっている。ドアに書か

れた電話番号を控え、ビルの足下にあ

る八百屋に駆け込み、電話をかける。

オーナーが電話に出てくれたので解決

したかと思いきや、当日は日曜でもう帰

宅しまったとのこと。予約者リストにも

筆者の名前はなかったとのこと。受話

器の向こうでオーナーは色 と々気遣い

を見せてくれ、結局、近所にある別のゲ

ストハウスを探して当ててくれた。

　スーツケースと100mほど歩いて訪れ

た新たなゲストハウスは、線路沿いに

あった。受付で説明はなかったが、マン

ションの民泊らしく、いわゆるミングル

の仕様。最大４人乗りの狭いエレベー

タを降りて玄関を入ると真ん中の共用

スペースにキッチンとダイニングがあ

り、両側が各自の部屋である。割り当て

られた部屋は申し分ない広さであった

が、今度は、WiFiが繋がらない。なので

調べものができない。受付スタッフと何

度もやり取りをして、WiFiルータを何度

か再起動して、ようやく繋がった。WiFi

依存症というのだろうか、WiFiが繋が

らない環境に不安を感じてしまうよう

になっていたことに気がついた。

後で聞いてみると、予約サイトから宿へ

予約が通っていなかったそう。ローマ

では珍しくないらしい。旅の初日は何

かとハプニングが多いものだけれど、

When in Roma, do as Romans do.（郷に

入っては郷に従う）を身体で覚えよ、と

いうことなのかな。

ローマの夜明け

　夜が明けて、近所のコーヒショップ

で朝食。長旅とチェックイン・トラブル

からリフレッシュすべく、近所を散歩し

てみると色々なお店を見つけた。ピザ、

オリーブ、モッツァレラチーズ。何れも

量り売りなので、注文は中々大変だっ

たが、地元のおばさんの買う様子を見

よう見まねで、色 と々買ってみた（写真

１）。食べ物はさすがに美味しいし、

安い。お店の人は話し好きで何かと親
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建築の紹介と
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や建築。今回はローマの3Dデジタルシ
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切。というわけで、部屋のベランダでラ

ンチしてみた（写真２）。このゲストハウ

スが入るマンションは修繕工事中らし

く、隣の部屋から向こうは外壁工事中

で作業カゴがぶら下がっていた。改修

中のマンションを覆うネットがイタリア

国旗でユニーク（写真３）。もし、我が

国で日の丸のネットがされているビル

を見つけるとどうであろうか？

eCAADe 2017

　eCAADeは1983年に設立された建

築・都市に関連する研究や教育のコン

ピュータ応用に関する学会。年次大会

が欧州各地で開催されている。ローマ

大学での開催は、1986年以来、31年ぶ

り（写真４,５）。今回、eCAADe2017学

会の論文募集時に31年前のポスターが

掲載されていた。中央にコルビジェの

モデュロールが描かれ、その両側に教

育と研究セッションの発表者がそれぞ

れ記されていた。その中に、筆者の恩

師である笹田先生、今回も基調講演さ

れたJohn Gero先生、Tom Maver先生、

Yehuda Kalay先生の名前もあった。こ

のことは、今回強く参加したい動機と

なった。

　もう一つの参加動機は、ローマ大

学のキャンパスがコロッセオの目と鼻

の先にあるということ。両者の距離は

わずか250m。大阪大学のキャンパス

で言えば、研究室から生協にいく感

覚で、コロッセオに辿り着けるキャン

パス。地下鉄コロッセオ駅の改札を出

ると目の前にコロッセオがガバァーと

広がる。本当に羨ましいロケーション

（写真６）。

　eCAADe2017には博士前期課程の

井上君と共に参加した。論文発表２編

（内、１本は井上君）とセッションの司

会、2018年のCAADRIA2018の紹介な

どを行った。ブレイクではイタリアらし

いジェラートのサービス（写真７）。パ

ラッツォ・ブランカッチョで開かれた

カンファレンスディナーでは、1986年当

時も主催者として委員をされていた先

生にもお会いすることができた（写真

８）。当時の恩師との思い出をローマの

地で懐かしく窺うことができた。

２ ベランダでランチ
３ イタリア国旗のネット

４ eCAADe2017オープニング
５ ローマ大学中庭の泉

１ 量り売りで買い物

６ コロッセオ

７ eCAADe2017コーヒーブレイク ８ パラッツォ・ブランカッチョ

2 ３

４ ５
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ローマで散歩

　パンテオンは再建以来、途切れるこ

となく建物利用が続いている石造建築

物としては世界最古。約44mの巨大な

ドームの頂に穿たれた９mの天窓を眺

める。天窓から光が射し込んできて、

ドームに刻まれた台形様の凹部に複雑

な陰影を落としていく。当然ながら、太

陽は少しずつ移動しており、しばらく眺

めていると、その陰影は面白いキャラと

なった。何だか、ピクセルで構成され

たインベーダーのよう（写真９）。この

インベーダーは影でできたものである

が、もし本物のインベーダーが天窓か

ら侵入してきたら、と想像は膨らむ。

　ポポロ広場は、ローマの北の入り口に

あたる。30度ピッチで合計３本の軸線

が引かれている。人間が自然に目にで

きる視野は60度と言われており、人間

の視野特性を考慮して、スペイン広場

へと続くバブイーノ通り、コルソ通り、

リペッタ通りと３本の街路が設けられた

（写真10）。

　スペイン広場は、世紀の名画「ロー

マの休日」であまりにも有名だ。17世紀

にこの広場に面してスペイン大使館が

あったことから、この名前がついた。下

にあるスペイン広場と上のトリニタ･デ

イ･モンティ広場とが137段のスペイン階

段で結ばれている。地形の高低差をそ

のまま活かして創られているので、スペ

イン階段を上るにつれ景観がどんどん

変わっていくのが面白い（写真11）。

　真実の口も映画・ローマの休日の

シーンが有名。但し、大阪・京橋にあ

るレプリカの方が、はるかに大きく、目

線より上の方に飾ってあるので何だか

重みがある。大阪人が本物に出会って

がっかりしないか、心配ではある。

　トラットリア（レストラン）や青果店に

近寄ると、今日はポルチーニが入ってる

よ、としばしば勧められた（写真12）。

９ パンテオン 10 ポポロ広場

12 ポルチーニ

13 噴水
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秋の旬。1kgで30ユーロくらい。夕食時、

一番乗りで入ってみるとその時は客も

まばらで不安になったりするのだが、

食事が終わりトラットリアを出てみると

ビックリするほどの長蛇の列。そして街

角には湧水や噴水が本当に多い。散歩

してチョット涼を取るのに助かるし、犬

の散歩にも助かりそう（写真13）。

　路面電車に乗って、ザハ・ハディド設

計のMAXXI 国立21世紀美術館へ（写

真14）。2010年に完成したイタリア初の

国立現代美術館。2011年2月に、中国・

広州オペラハウス（都市と建築のブログ 

Vol.18）の完成式に参加したことを思い

出す。当日は、ザハ氏の記念講演があ

り、広州オペラハウスだけでなく、数多

くの作品を講演で紹介されていた。当

時の近作としてローマのMAXXIを詳し

く紹介していた。21世紀の建築と美術

を紹介する美術館らしく、建築部門で

は伊東豊雄氏の中野本町の家 White U

の１：１模型やザハ氏の追悼展が行わ

れていた（写真15）。

一日にして成らず

　日本と比べて不便と感じる点もあ

る。地下鉄の券売機では、チケットのま

とめ買いができない。また、観光地・コ

ロッセオ駅の券売機の１台は壊れており

（３日間とも壊れたままであった）、残

りの２台は紙幣の挿入ボックスはある

ものの、紙幣が入らない。「紙幣は使え

ませんよ、硬貨をご用意ください」と案

内されていないから、長い列を待って券

売機の前に来て状況を初めて理解する

ことになる。脇のキオスクはホクホクな

のかもしれないが… 尚、まとめ買いが

できない状況は、ボストン（都市と建築

のブログ Vol.33）でも同じであった。

　そんなこんなでローマは飽きること

がない。

14

15

14 MAXXI
15 MAXXI 内観

11 スペイン広場
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CGレンダリングサービス
®

　今回は、観光名所が目白押しのローマ、その中で、コロッセオ

をメインにデータを作成しました。また、映画で有名なスペイン

広場や、トレヴィの泉などを表現しています。ブログ本文中でも

街角に多いと触れられている湧水や噴水を、湖沼機能と煙機能

により再現。機能アップした水辺の表現をお楽しみください。

広場の夜景や、古代の遺跡と対称をなす現代的なトラムがゆっ

くり走る様子も見ることができます。

VR-Cloud®閲覧URL
http://www.forum8.co.jp/topic/toshi-blog41.htm#city

「ローマ」の3Dデジタルシティ・モデリングにチャレンジ
3Dデジタルシティ･イタリア by UC-win/Road

「UC-win/Road CGサービス」では、POV-Rayにより作成した高精細なCG画像ファイルを提供するもので、今回の3Dデジタルシティ・

ローマのレンダリングにも使用されています。POV-Rayを利用しているため、UC-win/Roadで出力後にスクリプトファイルをエディタ等

で修正できます。また、スパコンの利用により高精細な動画ファイルの提供が可能です。

スペイン広場 真実の口トレヴィの泉

コロッセオ
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